
ＧＣ療法を受けられる患者さんへ 様

担当医 説明看護師

月日 / / / / / / / / / /

経過 入院日 ①化学療法 ②化学療法 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧化学療法 ⑨退院日

目　標

発熱がない。
化学療法の内容を知って
いる。

安全に化学療法を受ける
ことができる。

化学療法の副作用について知っている。 発熱がない。
安全に化学療法を受ける
ことができる。

退院後の注意点を
知っている。

処　置 適宜、体温・脈拍・血圧を
測ります。

点　滴

朝、点滴を挿入します。
抗がん剤を点滴します。
点滴開始後15分間は異常が
ないか、そばに付き添いま
す。抗がん剤の前に吐き気
止めの点滴をします。

抗がん剤を点滴します。
点滴開始後15分間は異常が
ないか、そばに付き添いま
す。吐き気止めと利尿剤の
点滴をします。
点滴を24時間持続的に行い
ます。

朝、点滴を挿入します。
抗がん剤を点滴します。
点滴開始後15分間は異常が
ないか、そばに付き添いま
す。抗がん剤の前に吐き気止
めの点滴をします。

お　薬

普段飲んでいるお薬を確
認しますので、看護師に
お渡しください。

検　査

入院後から24時間尿を蓄
める検査が始まります。
看護師の指示に従って尿
を蓄めてください。

朝、血液検査
指示された時間まで
尿を蓄めてください。

朝、血液検査 朝、血液検査

食　事

特に制限はありません。

活　動
安静度

特に制限はありません。 抗がん剤の点滴中はなるべく
部屋にいるようお願いしま
す。

排　泄

入院後から指示があるま
で、必ず尿を蓄めるよう
お願いします。

清　潔

シャワー可 点滴投与中でなければ、
シャワーに入ることができ
ます。点滴の部分を保護し
ますので、看護師にお伝え
ください。

抗がん剤点滴の終了後、許
可があればシャワーに入る
ことができます。点滴の部
分を保護しますので、看護
師にお伝えください。

点滴投与中でなければ、シャ
ワーに入ることができます。

説  明
指  導

既往歴や病状についてお
話をうかがいます。
治療の流れや副作用につ
いて説明します。わから
ない点は遠慮なく聞いて
ください。

⑮日目の抗がん剤は
外来で点滴予定で
す。
次回外来の説明をし
ます。
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一時的に点滴を止めてシャワーに入ることができます。
点滴の部分を保護しますので、看護師にお伝えください。

・副作用症状があればお知らせください。
・毎朝、朝食前に体重測定をして、担当看護師にお伝えください。
・トイレ後は必ず２回流すようお願いします。
・水分は1日1.5Ｌ程度を目標に多めにとりましょう。
・感染予防のために、手洗い・うがいをしましょう。部屋から出る際には、マスクを着用するようお願いします。
・便秘傾向の場合は、医療者へご相談ください。

この予定表はおおよその目安です。患者さんの状態や治療の経過等により、予定が変更になったり入院期間が
前後することがありますのでご了承ください。わからないことがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。

朝食前に体重測定

適宜、体温・脈拍・血圧を測ります。

お薬は普段通り服薬してください。別途指示がある場合にはそちらに従ってください。

                                        吐き気止めのお薬を3日間内服します。

食事内容について管理栄養士に相談することができます。希望される方は看護師にお伝えください。
食事の持ち込みも可能ですが、生ものは避けてください。

抗がん剤の点滴中はなるべく部屋にいるようお願いしま
す。

尿を蓄める検査終了後も、排尿状況を知るために尿を測っていただきます。
チェックシートをお渡ししますので、退院までチェックシートに記載をお願いします。

退院後も手洗い、うがいを継続しましょう。

食事を２日以上食べられない、38度以上の高い熱がある、おしっこがでない、身体がだるいなどの症状がある場合は、

外来にご連絡、ご相談ください。


